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研究背景

スニーカー青

研究目的

画像の特徴を用いた出品画像改善提案システムの構築
AIアシスト

改善前
▶︎ NIKE 青スニーカー

エアマックス27cm  

改善後

最適なタイトルや説明文を提案

▶︎

・フリマアプリ市場では魅力的な出品データの作成が重要

テキスト情報の改善に留まっており
商品画像の改善には着目されてない

使用するデータセット

・株式会社メルカリのデータセット
（2050件の出品画像データ）

j

靴箱の有無

画面内位置
YOLOによる靴矩形抽出

靴の占有率

類似色・補色
有彩/無彩

明度・彩度半径靴・背景の彩度/明度差

靴の撮影角度

画像のLab値に対し，K-means法で代表色を抽出

基本色13色のLab値とCIEDE2000距離で近似

代表色1位~3位の色名を取得

背景代表色1位~3位

①画像特徴の定義

説明変数

抽出した75個の
出品画像の特徴

学習モデル

XGBoost
(機械学習の一種)

目的変数

購入された
購入されていない

入力 出力

画像生成AI
ブランド名
「N社」

SHAP値：予測時の各特徴の重要度を表す値

SHAP値による特徴抽出

中心からの距離

予測時の各特徴の重要度をみることで
「売れにくい画像の特徴」を抽出

②機械学習を用いた画像改善要素の抽出

数値化
75個の説明変数
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水平角度：8ラベル
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垂直角度：3ラベル

その他角度：1ラベル

購入された出品データ1025件
購入されていない出品データ1025件

明度コントラスト(背景-靴)
靴の占有率

背景平均明度(L値)
背景色2位の占有率

彩度コントラスト(背景-靴)
水平方向の位置
中心からの距離

背景色1位の占有率
背景の彩度半径C

背景色3位の占有率

SAMによるセグメンテーション

色彩DB

ブランドの印象を
表す3色配色一覧

印
象
語

「
革
新
的
な
」

解析
9種類の画像特徴

改善画像例を生成

①②

③

”靴の表示サイズがやや小さく印象が弱いため
靴がより大きく見える構図にすること“

”靴背景の明度が高すぎるため背景の明るさを
少し下げ、靴が自然に際立つようにすること “

①靴の色に最も近い色を1色目
②明度の高い色(壁の色として使用)を２色目
③明度の低い色(床の色として使用)を３色目

印象語(180色)
印象色:130色(RGB値)

3色配色:130色のうち3色の組み合わせ
”背景は白系の壁・緑系の床を基調とすること“

ブランドA
ブランドB
ブランドC

1. 各ブランドの公式サイトから形容詞・名詞を抽出
2. 色彩DBの印象語と照合
3. 一致した語をそのブランドの印象語として採用

スポーティな,カジュアルな, etc...
革新的な, モダンな, etc..
カジュアルな, アクティブな, etc...

ブランドからの印象語抽出手順

今後の課題

・ユーザによるシステムの有用性評価
・システムの処理速度の改善

③改善後画像の生成

改善プロンプト

研究対象

・スニーカーの出品データ

➢性別, 年齢を問わない


